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＜連絡先＞
【日野病院組合＊在宅介護支援事業所】
☆　訪問看護ステーション　☆　居宅介護支援事業所

　平成28年2～3月に訪問リハビリ利用者様の満足度とサービスの質の向上を目的にアンケート調査
を行いました。アンケートの結果から、９割の利用者様から訪問リハビリを受けて身体の動きや痛み
が良くなったとの回答をいただきました

【ご意見】言語聴覚の訪問リハビリを希望します。
【回答】ご意見ありがとうございます。現在人員不足のため訪問での対応は難しく、ご要望に添えない点に
つきましては深くお詫び申し上げます。現状では、訪問リハビリに配属の3名の理学療法士と病院配属の言
語聴覚士と連携を図りながらご希望に添えるよう対応させていただきます。また、希望されるリハビリ内容
として、マッサージや痛みの緩和、筋力や体力をつける運動、歩行訓練とのご意見をいただきましたので、
参考にさせていただき、リハビリサービスの質の向上に努めていきます。

　介護保険の認定を受けられても、介護保険のサービス
がうまく利用できるようになるまで多くの方の協力と
様々な働きかけが必要です。
　現在、当居宅で各サービス事業所や地域の皆さんにお
願いしている介護保険ではない‘特注のサービス“につい
て当該事業所の関わりのなかからご紹介します。

　介護保険サービス利用開始当初はご自身の病
気(認知症)も含め、サービスの利用を受け入れ
ることの難しかったAさん。今ではたくさんの
支援に支えられながら「ぼけてもええじぇ」と
のことばを笑顔で話されることもあり、住み慣
れたご自宅で、感謝の気持ちいっぱいにお一人
での暮らしを続けておられます。
 　一人一人のオーダーメイドのサービスが実現
できるよう、今後ともご協力よろしくお願いい
たします！！

平成27年度訪問リハビリ満足度調査結果☆ご報告

ケアマネ奮闘記 ～その1～ぼけてもええじぇ・・・

　～ 研修のご報告 ～
　　◇ 28年度鳥取県認知症介護実践者研修 ◇　訪問看護師　安達節子
　　〔期日：7/19～23・於：倉吉市・地域交流センターアゼリアホール〕
　上記の研修を通して、認知症の原因疾患や容態に応じたご本人やそのご家族の生活の質の向上を図る対応
や技術を学んできました。座学だけでなく、実際の事例を用いたグループワークもあり、認知症に対する認
識を深め、実際に自分たちの看護にいかに反映させるか考える機会をいただきました。また、認知症により
生じる生活のしにくさからご本人とそのご家族は、ことばでは言い表せない不安感や負担感を抱えておられ
ることも改めて理解することができました。この研修での経験を活かして認知症の方やそのご家族に寄り添
い、在宅でその人らしい生活を送れるための支援に役立てていきたいと思います。

スタッフと関わり感じたこと
不安が減った

ストレスが減った
安心した

支えられていると感じた
悩みが解決できそうだと思った

不安になった
怒りを感じた
焦りを感じた
何も感じない

その他
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よーしてもらって

ありがとうございます。 週2回、体のケアと運動、
ストレッチをしてくださり、
またお話を聞いて下さり
とても励みになります。

　Aさんが初めて利用された介
護保険サービスが訪問看護。医療
への抵抗はなく、薬管理や病状の
観察から、時には夕食の見守りや
声かけまで…。少しずつ、サービス
　への抵抗が薄れていきました。

帰宅後に洗濯ものを
洗濯機へ、夕食の声
かけなど…。

遠隔地よりスマホで
エアコン操作！？

毎日の電話で安否
確認。Aさんの誇
り、心の支え

調子はどげな～？
煮物食べならんか

変わりないか
な～？

地　域 配食弁当

デイサービス

ヘルパー

訪問看護家　族

Aさん児童民生委員


